
 

 

 

 

 

 

 

令和６年「ＡＮＣ新年交歓会」開催。 
昨年の６５名を上回る、第一部７５名、第二部６４名の参加者。 

一昨年まで新型コロナ禍で開催できなかったＡＮＣ最大の行事「新年交

歓会」が、昨年に引き続き、例年通り成人の日の１月８日（月）、Ａ.ＣＩＴＹ管

理センター大ホールで開催されました。９時から会場設営準備に取り掛か

り、１０時１５分から受付開始。１０時５０分に司会の安達勝嘉さん（パレッ

ト）による開会宣言でスタートしました。最初にＡＮＣ茂木恵子会長から、

『元旦、能登半島で地震が発生し、また翌日には東京羽田空港で地震の

物資を輸送する海上保安庁の航空機と日本航空の飛行機が衝突し、海

保機の５人が死亡するという思いもかけない災害、事故が起こりました。哀悼の意を表し、私たちはできる範

囲で被災者に想いを馳せながら、新年交歓会ができることの幸せに感謝し開催しましょう』と挨拶がありまし

た。 

新年交歓会第一部 「十二神祇神楽 國光神楽団演舞」 
十二神祇神楽とは、広島市・廿日市市・大竹市を中心に、現在約３０団体で継承している伝統的な舞で、神

楽本来の目的や形式の古さをよくとどめているといわれており、毎年の秋祭りの前夜祭に十二の舞を奉納

することから十二神祇と呼ばれています。 

國光神楽団の所在する安佐南区沼田町伴地域の十二神祇神楽は、江戸時代後期が始まりと言われていま

すが、５０年以上継承が途絶えている状況でした。國光神楽団は２年前の２０２２年（令和４）１月に旗揚げし、

総勢７人の年齢も若い神楽団で、当日は団長・柿出浩輔さんをはじめとした６人に演じてもらいました。その

中で一番若い団員は７歳の男の子で何ともかわいい。人数が少ないため、幕間に少し間がありましたが、そ

れでも団員の皆さん一所懸命の好演でした。 
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國光神楽団演目 
最初の演目は、『煤（すす）掃き』 

開運招福・交通安全・家内安全の神・猿田彦命が赤の装束を身にまとい

天狗の面を被り、舞殿に神を迎えるため、舞殿を力強く掃き清める神楽

です。 

続いて『旗舞』 

春は青、夏は赤、秋は白、冬は黒、土用は黄と四季のそれぞれを旗の色

で表し、五色の旗を結びつけた６本の竹を両手に持ち、四方に向かって

優雅に舞い、四方の福を招き、五穀豊穣を感謝し、無病息災を祈願しま

す。 

最後の演目は『鯛釣り』 

浦に出て釣りを楽しまれたえびす様が、大鯛を釣り上げ、民に福を恵み

与えるのですが、そこへひょっとこがあらわれ、せっかく釣り上げた鯛を

おもしろおかしく奪い取ってしまうという、天下泰平を祈る、おめでたい

神楽です。 

郷土芸能、十二神祇神楽の保存・伝承・発展に取り組んでいる國光神

楽団ですが、神楽継承のため寄付金の募集をされています。賛同され

る方はホームページをご覧ください。 

新年交歓会第二部 「懇親会」 

第一部の神楽演舞後、恒例の全員による集合写真撮影を終え、１２時３０分、いよ

いよお楽しみの懇親会です。 

出席者の中で最高齢の藤本黎時・俊子ご夫婦（フォレスト）による乾杯の音頭で始

まりました。各テーブルで改めて自己紹介をしながらの会食です。お弁当と、飲み

物はソフトドリンクとアルコール類には日本酒の

熱燗も加わりました。 

しばらくして会長によるＡＮＣ役員の紹介のあと、

今回初めての企画、『画で見る令和５年のＡＮＣ

活動の記録』が正面壁に映し出されました。昨年

の全活動約１５０枚の写真には、参加された方の

楽しそうな顔がいっぱいで、「ＡＮＣも一年振り返ってみると、いろんなこと

をやっとるのぉ」という声も聞かれました。新型コロナが

収まって「本当に良かった」と思った瞬間です。 

引き続き、アトラクション「ジャンケン大会」では植木則子

さん（フォレスト）が６４人の頂点に立ち一人勝ちを収め

ました。二つ目のアトラクション「ビンゴゲーム」では６０

個を超える景品が集められ、早川斉さん（イースト）がトップビンゴになられ、全員が景品を持って帰られまし

た。植木さんと早川さんは今年きっといいことがあることでしょう。 

予定の時間を３０分超過しましたが、１４時

３０分、宴もたけなわの中、早川斉さんの

中締めの挨拶で、「また来年皆さんと元気

に集まることができる様に」と、一丁締めで

お開きとなりました。 



新年交歓会第二部 「懇親会」の笑顔。 

 

餅つき大会に参加しました 
①  １月１４日（日）、自治会主催「餅つき大会」 
４年ぶりに自治会主催の餅つき大会が、管理センター横の時計下広場で開催

されました。空気が澄んで青々とした空が広がった日曜日に、１００人を超える

賑わいで、臼と杵の本格的な餅つきに子ども達も順番待ちでお餅をついてい

ました。ＡＮＣも数名の方がお餅を丸めるお手伝いに出られ、守井さんご夫婦

がとても上手でした。ぜんざい、きな粉、餡、海苔醤油、おろしポン酢でいただ

くお餅も綺麗に無くなりました。 

②  １月２８日（日）、「留学生と大塚小・中学生餅つき大会」 
英会話が必須の世の中になり、大塚小・中学校の児童・生徒に外

国の方と接してもらおうと、大塚・伴南学区社会福祉協議会が企

画し、大塚公民館で広島修道大学と広島市立大学の欧州・韓国・

中国などからの留学生が参加し、餅つきを通して日本の行事文化

を経験しました。ＡＮＣからは７人の方が手伝われ、お餅を丸める

作業を留学生に一所懸命教

え、留学生も楽しそうでし

た。餅つきの前には、大塚中

学校の和太鼓部による和太

鼓演奏も披露されました。 

清掃活動報告 
１月２１日(日)２６名の方が参加されました。

午前９時から３０分間清掃をして、お茶とお菓

子を摘まんで１０時に解散しました。 

 



２月のシネマサロン案内です。 

６日（火）は、地球で一番寒い南極で

８人の観測隊員の生活と食事模様

を、実体験をもとに映画化された『南極料理人』と、オリビア・

ハッセー主演、シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』。 

２０日（火）の作品は、多々ある野球映画作品の中でも五指に

入るケビン・コスナー主演の『フィールド・オブ・ドリームス』

と、５１年前の２月１９日、連合赤軍が立てこもった事件『突入

せよ！「あさま山荘」事件』を予定します。 

１月は１０日（水）から初歌いとなりました。２４

日は前夜から雪がチラチラ。多くの人が、今日

は休みの連絡が入るかなと思っていたらしい

のですが、「Ａシティが大丈夫なら出かけて行きます」という

先生の嬉しい言葉で集まりました。そろそろ新しい曲の練習

に入りましょうと、混声３部の、「ふるさと」「夢は大空を駆け

る」を少しずつ歌い進みます。今まで練習した曲にプラスして

レパートリーを増やしていきたいと思っています。 

●ふれあいサロン報告 

１月はふれあいサロン百歳体操が１１日、１８日２５日と３回実

施し、最終週の２５日はカフェも併せて実施しました。参加者

は天候不順、寒さが影響してか予想したようには伸びず 64

名でした。これからも当分の間毎月最終木曜日にはカフェサ

ロンを実施します（楽しい高齢者向け脳トレクイズ、手足体操

等も）。コーヒーを飲みながらお菓子を食べて会話を楽しん

でもらえます。興味があれば、１～２回の体験参加も OK で

す。毎週１回の体操で身体が動きやすくなると思います。皆さ

んの参加をお待ちしています。 

… 令和６年２月の予定 … 

1日(木) 交通安全指導 

５日（月） 定例役員会 

１８日（日） 道路清掃 

１９日（月） 社会見学会 
不動院・牛田浄水場 

２４日（土） 健康ウォーキング 

 

●その他、サークル活動 

＊「ふれあいサロン（百歳体操）」 

毎週木曜日開催 
・サウンドルームにて １４時～ 

＊「ＡＧ会（グランドゴルフ）」 

毎週水曜日練習 
・２月はお休みです。 

＊「ＫＭ会（健康麻雀）」 

第１、第３金曜日開催 
・ステージ集会所にて １３時～ 

＊「カラオケ同好会」 

昼部/第２、第４金曜日開催 

夜部/第２、第４水曜日開催 
・ｻｳﾝﾄﾞﾙｰﾑにて １４時～１７時３０分～ 

＊「楽唱会（コーラス）」 

第２、第４水曜日開催 
・ｻｳﾝﾄﾞﾙｰﾑにて １０時３０分～ 

＊「なでしこ（手芸）」 

第２、第４火曜日開催 
・ステージ集会所にて １３時３０分～ 

＊「シネマサロン（映画鑑賞会）」 

第１、第３火曜日開催 
・ｻｳﾝﾄﾞﾙｰﾑにて １０時～ １３時～ 

＊「囲碁・将棋同好会」 

毎週土曜日開催 
・ｱﾘｰﾅｺﾐｭﾆﾃｨﾗｳﾝｼﾞにて １３時～ 

＊「ゴルフ同好会」 

年間１２回開催 
・２月はお休みです。 

◆ その他、サークル活動の入会等につ

いては、お気軽に、サークルの幹事、

もしくは住区の幹事にお問い合わせ

ください。お待ちしています。 

 

 

楽唱会 

シネマサロン 

ニセ包括職員の悪質電話にご注意を！ 

昨年末から地域包括支援センターをかたる者から、「一人

暮らしかどうか」を尋ねる悪質電話が頻繫にかかっている

そうです。注意してください。 

対策として、 

＊自宅の電話は、留守番電話にしておく。 

＊非通知電話は着信拒否にする。 

＊判断に困ったときは、「すぐに折り返す」といって電

話を切る。 

地域包括支援センターから、世帯状況を確認する電話は

絶対にありません。 

電話０８２‐８４９‐５８６０（広島市戸山・伴・大塚地域包括

支援センター）、この番号以外から包括職員を名乗る電

話は、怪しいと思ってください。 

 

●１２月役員会議報告 

1. 今期最後の社会見学は、２月１９日

（月）、「牛田浄水場」と「不動院」の見

学。雨天中止の判断は開催日前日に

決める。 

 


